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研究要旨

国連や各種ドナーをステークホルダーとした国際栄養のグローバルコンテクストの観

点で日本の栄養政策を分析し、日本の栄養政策の特徴ならびに優位性を明らかにするこ

とを目的とした。WPRO栄養国別プロファイル・ダッシュボードに掲載されている

WPRO37加盟国の栄養政策・プログラムをマトリックス化して傾向を分析したところ、

日本の特徴は、栄養を国家アジェンダとして位置づけながら、母子栄養や公衆衛生サー

ビスとして充実させていること、それらと対照的に食品マーケティングや食品の価格統

制・課税は一貫して行っていないことが視覚的に明らかとなった。またWPROの栄養政

策・プログラム整備状況トラッキングのメカニズムにおいては、日本の栄養政策に優位

性のある人材・人材育成については対象外とされていた。特に島嶼国の栄養課題として

特徴的なNCDsに対応するために、慢性疾患の予防・管理に従事する人材が必要である

と考えられた。

Ａ．研究目的

 東京栄養サミットを契機として日本

政府は、人間の安全保障の理念に立ち、ユ

ニ バ ー サ ル ・ ヘ ル ス ・ カ バ レ ッ ジ

（Universal Health Coverage: UHC）の

達成に向けて「誰一人取り残さない」こと

を目的に、世界の栄養改善に向けた様々な

取組みを行っている。

その取り組みの根底には、戦後の食糧難

の時代の飢餓対策から、さまざまな栄養改

善のための制度づくり・人材育成を経て、

世界でも有数の長寿国となり、またいずれ

の世代の肥満割合を低く抑える健康指標

等、戦後 70 年をかけて栄養不良の二重負

荷に対応してきた栄養政策の歴史がある。

現代日本においても、栄養政策は予防医学

的観点から保健医療政策の基盤であり、日

本の栄養政策はさまざまな形式で、かつさ

まざまな場においてきめ細かくすべての

ライフステージを網羅するもので、すべて

の国民の健康の保持増進、生活習慣病の発

症・重症化予防、高齢者のフレイル予防等

のために不可欠である。

このように日本の栄養政策が世界に発

信できるアセットであることは、東京栄養

サミットの場をはじめ多くの人が認識す

ることとなった。しかしながら、日本の栄

養政策が、国連や各種ドナーをステークホ

ルダーとした国際栄養のグローバルコン

テクストの観点で分析されていることは

ほとんどない。

「栄養政策」とは何かについては、厚生

労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿

病等生活習慣病対策総合研究事業）栄養政

策等の社会保障費抑制効果の評価に向け

た医療経済学的な基礎研究令和 4 年分担
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研究報告書内「海外の栄養政策の評価：

WHO による栄養政策モニタリングから

見た『日本の栄養政策』の国際発信に向け

た今後の課題に関する研究」において分析

し、日本は諸外国と異なる政策展開のアプ

ローチを展開していることを示した（論文

執筆中）。そこで本研究では日本が加盟し

ている WHO 地域事務局である WPRO
（WHO 西太平洋地域事務局）がトラッキ

ングツールとして用いている栄養プラッ

トフォームのダッシュボード 1)を参照し

て、国際栄養の観点で扱われている栄養政

策・プログラムが何かを概観した上で、日

本の栄養政策・プログラムの特徴について

分析することを目的とした。 
 

Ｂ．方法 

WPRO が開発・管理している WPRO 
Nutrition Country Profile Dashboard（栄

養国別プロファイル・ダッシュボード）ウ

ェブページには、①目標、②政策、③地域

比較の 3 つのダッシュボードがある。こ

のプラットフォームを用いたトラッキン

グ方法についてWPROから情報収集した。 
その上で、①と②のダッシュボードにつ

いて詳細を把握した。③は、①の情報を国

間比較するためのダッシュボードになっ

ているために分析からは除外し、本研究で

は特に、②政策ダッシュボードで集約され

ている 38 栄養政策・プログラムについて

WPRO の全 37 加盟国を比較するためマ

トリックスとしてまとめた（図 1）。次に

WPRO 域内の他のドナー国と比較して日

本の栄養政策・プログラムの優位性を見る

ために、全加盟国のうちドナー国（オース

トラリア、中国、日本、ニュージーランド、

大韓民国）のみを抽出した（図 2）。 
なお、本研究で扱う WPRO 加盟国とは

アメリカ領サモア、オーストラリア、ブル

ネイ・ダルサラーム国、カンボジア、中国、

クック諸島、ミクロネシア連邦、フィジー、

仏領ポリネシア、アメリカ領グアム、香港

特別自治区（中国）、日本、キリバス共和

国、ラオス人民民主共和国、マカオ特別行

政区（中国）、マレーシア、マーシャル諸

島共和国、モンゴル、ナウル共和国、仏領

ニューカレドニア、ニュージーランド、ニ

ウエ、米領北マリアナ諸島自治連邦区、パ

ラオ共和国、パプアニューギニア独立国、

フィリピン共和国、英領ビトケアン諸島、

大韓民国、サモア独立国、シンガポール共

和国、ソロモン諸島、トケラウ、トンガ王

国、ツバル、バヌアツ、ベトナム社会主義

共和国、仏領ウォリス＝フツナ、計 37 カ

国である。 
 

Ｃ．結果 

WPRO Nutrition Country Profile 
Dashboard（栄養国別プロファイル・ダッ

シュボード）は、栄養目標の進捗状況をモ

ニタリングする取り組みの一環として実

施している地域的な取組みで、WHO の

様々な公式データソースを使用してプラ

ットフォーム化・ダッシュボード化してい

る 。 国 際 栄 養 目 標 (Global Nutrition 
Target 2025)と SDG2.2 の国別プロファ

イル、および NCDs 任意目標 (NCDs 
Voluntary targets)の食事関連指標の進捗

をモニタリングすることが目的で、①目標

ダッシュボードにまとめられている。これ

らの数値は、UNICEF-WHO-世界銀行の

合同栄養不良推定値を用いている。これは、

5 歳未満児の栄養不良に関する各指標に

ついて毎年更新する機関間グループによ

る数値で、このデータと分析は各国でこの

3 者によって毎年議論されて提出される

国代表値である 2)。妊娠可能年齢女性の貧

血割合はデータに限りがあるため、WHO
がモデル推計の方法を開発している 3)。 
②政策ダッシュボードには 38 の栄養政

策・プログラムが挙げられ、加盟国ごとに

その有無に関する情報が集約されている。

これらの情報は年 1 回の頻度で更新され、

新では 2022 年 12 月 1 日に更新されて

いる。なお、 2016-2017 年に Global 
Nutrition Policy Review (GNPR)が行わ

れ、栄養関連の国際目標を達成するために

必要な栄養政策・プログラムの実施状況に

関する調査結果が発表されているが、これ

は WHO の地域事務所ごとの整備状況が

まとめられたものである 4)。 
結果を表 1 に示す。38 の栄養政策・プ

ログラムは 5 領域に分けられ、それぞれ

A)国家開発アジェンダにおける栄養、B)
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適な母乳育児と補完食の実践を保護、促

進、支援するための行動、C)健康的な食事

を保護、促進、支援するための法的枠組み、

D)公衆衛生プログラムおよび環境におけ

る栄養サービスの利用しやすさ、質および

実施状況、E)健康的な食事を強化し、栄養

サービスの提供と利用を確保するための

資金調達メカニズムである。 
次に WPRO37 加盟国の栄養政策・プロ

グラム整備状況を図 1 に示した。アメリ

カ領サモア、仏領ポリネシア、香港特別自

治区、マカオ特別行政区、仏領ニューカレ

ドニア、英領ビトケアン諸島、トケラウ（ニ

ュージーランド自治領）、仏領ウォリス＝

フツナ等、海外領土・自治領の国々・地域

は、情報が少なかった（Information Not 
Available: INA）。 
栄養政策・プログラムの中でも、B)の赤

ちゃんにやさしい病院イニシアティブ、母

乳育児のための休暇、産休中の現金給付な

どは INA が多かった。また、C)の食品マ

ーケティング関連についても INA が多か

った。D)の公衆政策プログラムに関する

栄養政策・プログラムについても、INA が

多くみられた。逆に、栄養表示（表面）、

食品および清涼飲料水のマーケティング

規制、食品表示における健康・栄養表示の

規制、子どもに対する食品マーケティング

規制、国家食品ベースガイドライン、飽和

脂肪酸摂取量の削減、そして価格統制や課

税などの資金調達メカニズムに関する政

策の有無に関しては、あり／なしの明確な

回答が多い傾向にあった。 
後に、WPRO加盟国のうちドナー5カ

国における栄養政策整備状況を図 2 に示

した。日本は、ドナー5 カ国で唯一栄養に

関する全国調査がないと回答した。また唯

一、母乳代用品のマーケティングに関する

国際規約の国内措置への組み込みはなし

と回答、子どもの権利条約への IYCF 報告

もなしと回答、食品および清涼飲料水のマ

ーケティング規制はなしと回答、ならびに

食品表示における健康・栄養表示の規制に

なしと回答をした。ドナー5 カ国のうち、

INA ではなく、あり／なしの明確な回答

が も多かったのは韓国であった。 
 

D．考察 

本研究では、WHO がトラッキングして

いる栄養政策の特徴を概観し、日本の栄養

政策が近隣地域においてどのように比較

優位なのか、国際栄養におけるグローバル

コンテクストの観点から分析することを

試みた。 
WHO でトラッキングされている栄養

政策は大きく 5 領域に分かれており、A) 
国家アジェンダとして栄養が位置付けら

れているか、B) 母子（母親の妊娠期から

子どもの 5 歳まで）の栄養、C) 健康的な

食事の促進、D) 公衆衛生（保健）サービ

スとしての栄養、E) 資金調達メカニズム

が、WHO でトラッキングされている栄養

政策・プログラムの分類における大きなカ

テゴリであることがわかる。B) や D) の
ように 2000 年以前（ミレニアム開発目標

以前）から歴史的に国際栄養の分野で行わ

れてきた栄養政策・プログラムとともに、

A)C)E)のように、持続可能な開発目標上

の新しい栄養課題に対応するように整備

されてきた栄養政策・プログラムで構成さ

れていた。 
一方で、WPRO 加盟国では非感染性疾

患（Noncommunicable Diseases: NCDs）
が特に喫緊の健康課題であるものの、

NCDs の予防・管理の実施に必要な栄養政

策・プログラムに関してはカバーが少ない

状況であった。WPRO 加盟国の UHC サ

ービスカバレッジ指数を抽出して特徴と

課題を分析した過去の研究では、特に島嶼

国の NCDs 指数（血圧と空腹時血糖）と

サービスキャパシティ指数（保健人材）の

指数が非常に低かった 5)。しかし本ダッシ

ュボードには、高血圧や高血糖のスクリー

ニング、予防・管理を担える栄養専門人材、

あるいは人材育成に関しては栄養政策・プ

ログラムとしてトラッキングの対象とは

なっていないことが明らかになった。 
保健システムの有用なフレームワーク

である WHO 6 building blocks では、リ

ーダーシップとガバナンス、サービスデリ

バリー、財政、人材、医薬品や技術、情報

システムの 6 つから保健システムの機能・

遂行を分析する 6)。この観点から見ても本

ダッシュボードにおける栄養政策・プログ

ラムの対象に人材は含まれていない。特に

WPRO 地域における NCDs 課題に対応す
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るためには、NCDs に対応できる人材（専

門人材だけでなく地域人材も含む）が極め

て重要であるので、本ダッシュボードのト

ラッキング対象とするべきであるのとと

もに、人材の充実は日本の優位性のひとつ

であると考えられる。 
A)領域では、日本は国家アジェンダと

して栄養を位置付けていることがうかが

える。日本はマルチセクター調整組織を設

置はしていないものの、食育基本法がその

役割を担っていると考えられ、マルチセク

ター・マルチステークホルダー、かつすべ

てのライフステージを対象とした包括的

枠組みとして機能している。また食生活指

針も同様の包括的枠組みを提示している

と考えられる。このように国家としてマル

チセクター調整組織が組織としては存在

しなくても、マルチセクター調整機能があ

るかどうかという観点では、日本では法律

や食生活指針がその役割を成しているこ

とが特徴である。栄養に関する全国調査は、

日本の回答は「なし」になっているが、国

民健康・栄養調査が存在しているので「あ

り」に修正することが望ましい。 
B)領域では、日本は労働基準法第 67 条

によって哺乳のための休暇が認められて

いるほか、第 65 条では産前産後の一定期

間の休業が認められている。産休中の現金

給付については、労働基準法はこれを定め

ず、各企業の就業規則による。健康保険等

の被保険者の場合は出産手当金が支給さ

れる。母乳・離乳に関しては、日本では厚

生労働省により「授乳・離乳の支援ガイド

（2019 年改訂版）」において、標準的かつ

一貫した支援を進めるための基本的な考

え方が提供されている 7)。このように、授

乳・離乳に関しては、法律によって就業に

おける権利が守られ、保健サービスの支援

も受けられる体制が整備されている点で

日本に優位性がある。 
他方、C)領域のように、不健康な食品や

清涼飲料水に関するマーケティング、コマ

ーシャル、販売規制に関しては、日本では

法律や罰則の整備はされていない。日本は

こういったマーケティング規制はないの

が特徴で、むしろ日本から世界的に有名な

キャラクターを使って食品マーケティン

グを行うのが得意で、それらは食育のアプ

ローチとして活用されていることもある。

母乳代替品のマーケティングに関する国

際規約に関しても、他のドナー国が「Some 
provision of the Code」と回答しているの

に対し、日本のみが「No legal measures」
と回答するなど、国内措置はない。このよ

うに、特に母子栄養に関する施策は先進国

を含めた多くの国で WHO や UNICEF の

ガイドラインに倣っていることが多いが、

日本は独自のアプローチをとっているの

が特徴である。他方、韓国はすべての食品

マーケティングについて「あり」と回答し

ている。 
C)の健康的な食事は、栄養不良の二重

負荷に対応するための新しい栄養政策・プ

ログラムである。国家食品ベースガイドラ

インの有無に関しては、日本には食事バラ

ンスガイドがあるが食品ベースのガイド

ラインはない。持続可能で健康的な食事を

推進するためには食事ベースではなく食

品ベースでモニタリングされる必要性が

あり、食品ベースのガイドラインの必要性

が高まっている。学校食事基準については

日本では子どもの成長に必要な栄養素と、

成長に合わせた摂取目標量が設定されて

いる。食塩摂取の低減の取組みは、日本で

は歴史的に全国運動のように実施されて

いる。しかしながら、飽和脂肪酸あるいは

トランス脂肪酸摂取の低減に関する施策

はない。日本人の摂取量が WHO 勧告基

準を下回っていることから、日本型食生活

においては大きなリスクではないことが

農林水産省のウェブページで非常にわか

りやすく説明されている 8)。他のドナー国

も未整備の分野である。 
D)領域の公衆衛生プログラムにおける

栄養の実施は、ユニバーサル・ヘルス・カ

バレッジに直接的に資する取組みとなる。

日本の回答として INA が多いが、学校給

食、SAM 管理、緊急時対応計画、鉄・葉

酸補給、ビタミン A 補給など回答可能な

ものも多い。特に緊急時対応計画への栄養

の取り込みに関しては、日本は災害時の栄

養・食生活支援に取組んでおり、日本の栄

養政策・プログラムとして優位性がある。 
E)の食品に対する価格統制、課税につ

いては WPRO の NCDs 予防対策として

重点的に進められてきたもので、ドナー国
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すべて、特に WPRO の NCDs 対策を主導

してきた韓国においても未整備であるこ

とは意外である。図 1 に立ち返ると、砂糖

入り飲料への課税をしている国が島嶼国

を中心に多かった。島嶼国特有の食料シス

テムに働きかけるためには価格統制・課税

が優先的な選択肢になっていることがう

かがえた。 
本研究の限界として、日本の報告内容と

して INA が多いこと、また栄養政策・プ

ログラムとして該当するにもかかわらず

INA あるいはなしと回答しているものが

あったため、日本の報告内容が 新のもの

であるか、また網羅されているかについて

は検討の余地があった。栄養政策・プログ

ラムに関して日本の優位性を示すために

は、この WPRO の栄養ダッシュボードの

ような国際的なトラッキング・プラットフ

ォームにもれなく情報が提供されるよう

にしたい。 
 

Ｅ．結論 

日本の特徴は、栄養を国家アジェンダと

して位置づけながら、母子栄養や公衆衛生

サービスとして充実させていること、それ

らと対照的に食品マーケティングや食品

の価格統制・課税は一貫して行っていない

ことが視覚的に明らかとなった。特に食品

マーケティングについてはWPRO加盟ド

ナー国でも唯一実施をしていない国であ

るので、今後の栄養協力における弱みでも

あると考えられた。WPRO の栄養政策・

プログラム整備状況トラッキングのメカ

ニズムにおいては、日本の栄養政策で得意

とする人材・人材育成については対象外で

あった。特に島嶼国特有の健康課題である

NCDs に対応するためには、慢性疾患の予

防・管理に従事する人材が必要だと考えら

れた。 
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の
多

い
⾷

品
（

H
FS

S
⾷

品
）

な
ど

多
く

の
不

健
康

な
製

品
の

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
⼿

法
の

⼒
を

弱
め

、
⼦

ど
も

た
ち

へ
の

露
出

を
減

ら
す

た
め

の
情

報
と

政
策

が
存

在
す

る
か

。
W

H
O

 2
01

0.
 S

et
 o

f r
ec

om
m

en
da

tio
ns

 o
n 

th
e 

m
ar

ke
tin

g 
of

 
fo

od
s a

nd
 n

on
-a

lc
oh

ol
ic

 b
ev

er
ag

es
 to

 c
hi

ld
re

n 

R
es

tr
ic

tio
ns

 fo
r 

he
al

th
 a

nd
 n

ut
ri

tio
n 

cl
ai

m
s o

n 
fo

od
 la

be
ls

: 
⾷

品
表

⽰
に

お
け

る
健

康
・

栄
養

表
⽰

の
規

制
 

コ
ー

デ
ッ

ク
ス

規
格

に
沿

っ
た

、
あ

る
い

は
よ

り
規

模
し

い
栄

養
表

⽰
と

健
康

強
調

表
⽰

の
規

格
を

設
け

て
い

る
か

ど
う

か
。

 
W

H
O

 2
00

4.
 N

ut
ri

tio
n 

la
be

ls
 a

nd
 h

ea
lth

 c
la

im
s:

 th
e 

gl
ob

al
 

re
gu

la
to

ry
 e

nv
ir

on
m

en
t 

R
es

tr
ic

tio
ns

 o
f T

V
 m

ar
ke

tin
g 

to
 c

hi
ld

re
n:

 ⼦
ど

も
へ

の
T

V
コ

マ
ー

シ
ャ

ル
規

制
 

特
に

⼦
ど

も
に

向
け

て
、

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
⼿

法
の

⼒
を

弱
め

、
⼦

ど
も

た
ち

の
露

出
を

減
ら

す
た

め
の

情
報

と
政

策
が

と
ら

れ
る

べ
き

と
、

W
PR

O
地

域
会

合
で

決
議

さ
れ

て
い

る
。

 

W
H

O
 2

01
9.

 W
PR

 R
C

70
 6

 P
ro

te
ct

in
g 

ch
ild

re
n 

fr
om

 th
e 

ha
rm

fu
l i

m
pa

ct
 o

f f
oo

d 
m

ar
ke

tin
g 

R
es

tr
ic

tio
ns

 o
n 

m
ar

ke
tin

g 
in

 sc
ho

ol
s:

 学
校

で
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
規

制
 

特
に

⼦
ど

も
の

い
る

環
境

に
お

い
て

、
保

育
園

、
学

校
だ

け
で

な
く

、
学

校
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
や

プ
レ

ス
ク

ー
ル

・
セ

ン
タ

ー
、

遊
び

場
、

内
科

・
⼩

児
科

の
サ

ー
ビ

ス
や

 ス
ポ

ー
ツ

や
⽂

化
的

な
活

動
を

し
て

い
る

場
で

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
⼿

法
の

⼒
を

弱
め

、
⼦

ど
も

た
ち

の
露

出
を

減
ら

す
た

め
の

情
報

と
政

策
が

と
ら

れ
る

べ
き

と
、

W
PR

O
地

域
会

合
で

決
議

さ
れ

て
い

る
。

 

W
H

O
 2

01
0.

 S
et

 o
f r

ec
om

m
en

da
tio

ns
 o

n 
th

e 
m

ar
ke

tin
g 

of
 

fo
od

s a
nd

 n
on

-a
lc

oh
ol

ic
 b

ev
er

ag
es

 to
 c

hi
ld

re
n 

35



  

R
es

tr
ic

tio
ns

 o
n 

se
lli

ng
 u

nh
ea

lth
y 

fo
od

 a
nd

 n
on

-a
lc

oh
ol

ic
 

be
ve

ra
ge

s i
n 

sc
ho

ol
s:

 学
校

で
の

不
健

康
な

⾷
べ

物
や

清
涼

飲
料

⽔
の

販
売

規
制

 

特
に

⼦
ど

も
の

い
る

環
境

に
お

い
て

、
保

育
園

、
学

校
だ

け
で

な
く

、
学

校
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
や

プ
レ

ス
ク

ー
ル

・
セ

ン
タ

ー
、

遊
び

場
、

内
科

・
⼩

児
科

の
サ

ー
ビ

ス
や

 ス
ポ

ー
ツ

や
⽂

化
的

な
活

動
の

場
で

、
ア

ル
コ

ー
ル

飲
料

、
飽

和
脂

肪
、

塩
分

、
遊

離
糖

の
多

い
⾷

品
（

H
FS

S
⾷

品
）

な
ど

多
く

の
不

健
康

な
製

品
が

販
売

さ
れ

な
い

よ
う

な
規

制
が

存
在

す
る

か
。

⼩
児

肥
満

予
防

の
た

め
の

重
要

な
政

策
。

 

 

R
eg

ul
at

io
n 

of
 fo

od
 m

ar
ke

tin
g 

to
 c

hi
ld

re
n:

 ⼦
ど

も
に

対
す

る
⾷

品
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

規
制

 

20
10

年
5

⽉
の

第
63

回
世

界
保

健
総

会
に

提
出

さ
れ

た
、

⼦
ど

も
に

対
す

る
⾷

品
と

⾮
ア

ル
コ

ー
ル

飲
料

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

に
関

す
る

⼀
連

の
勧

告
と

、
そ

れ
を

⽀
持

す
る

決
議

（
W

H
A

63
.1

4）
に

W
H

O
加

盟
国

の
⾏

動
案

が
⽰

さ
れ

て
い

る
。

ア
ル

コ
ー

ル
飲

料
、

飽
和

脂
肪

、
塩

分
、

遊
離

糖
の

多
い

⾷
品

（
H

FS
S

⾷
品

）
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
が

⼦
ど

も
に

与
え

る
影

響
を

軽
減

す
る

た
め

に
、

加
盟

国
に

、
国

内
お

よ
び

国
際

的
な

⾏
動

を
求

め
て

い
る

。
 

W
H

O
 2

01
0.

 S
et

 o
f r

ec
om

m
en

da
tio

ns
 o

n 
th

e 
m

ar
ke

tin
g 

of
 

fo
od

s a
nd

 n
on

-a
lc

oh
ol

ic
 b

ev
er

ag
es

 to
 c

hi
ld

re
n 

H
ea

lth
y 

D
ie

ts
: 

健
康

的
な

⾷
事

 
―

 
―

 

N
at

io
na

l f
oo

d-
ba

se
d 

gu
id

el
in

es
: 

国
家

⾷
品

ベ
ー

ス
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
 

⾷
品

に
基

づ
く

⾷
事

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
⾷

⽣
活

指
針

と
も

い
う

）
は

、
健

康
的

な
⾷

習
慣

と
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

を
育

む
た

め
に

、
公

共
の

⾷
品

・
栄

養
、

健
康

、
農

業
政

策
、

栄
養

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

基
礎

を
確

⽴
す

る
こ

と
を

⽬
的

と
し

て
い

る
。

健
康

を
促

進
し

、
⾷

事
関

連
の

⾮
感

染
性

疾
患

を
予

防
す

る
た

め
に

必
要

な
栄

養
素

を
⼀

般
市

⺠
に

提
供

す
る

た
め

の
⾷

品
、

⾷
品

群
、

⾷
事

パ
タ

ー
ン

に
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
を

提
供

す
る

も
の

。
国

際
機

関
が

定
め

た
画

⼀
的

な
も

の
は

な
く

、
各

国
が

独
⾃

に
定

め
る

も
の

。
 

FA
O

. h
tt

ps
://

w
w

w
.fa

o.
or

g/
nu

tr
iti

on
/n

ut
ri

tio
n-

ed
uc

at
io

n/
fo

od
-d

ie
ta

ry
-g

ui
de

lin
es

/e
n/

 

Sc
ho

ol
 fo

od
 st

an
da

rd
s:

 学
校

⾷
事

基
準

 

学
校

給
⾷

基
準

は
、

⼦
ど

も
た

ち
が

健
康

的
な

⾷
習

慣
を

⾝
に

つ
け

、
学

校
⽣

活
全

体
で

必
要

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
栄

養
を

確
保

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
も

の
で

、
学

校
で

ど
の

種
類

の
⾷

品
を

ど
の

く
ら

い
の

頻
度

で
提

供
す

べ
き

か
を

定
め

て
い

る
。

多
く

の
国

で
は

1
⽇

の
3

分
の

1
量

を
⽬

安
と

し
て

い
る

。
国

際
機

関
が

定
め

た
画

⼀
的

な
も

の
は

な
く

、
各

国
が

独
⾃

に
定

め
る

も
の

。
 

―
 

R
ed

uc
e 

po
pu

la
tio

n 
sa

tu
ra

te
d 

fa
tt

y 
ac

id
 in

ta
ke

: 
⼈

⼝
の

飽
和

脂
肪

酸
摂

取
量

の
削

減
 

飽
和

脂
肪

酸
の

⼤
量

摂
取

は
、

⼼
⾎

管
疾

患
の

危
険

因
⼦

と
広

く
考

え
ら

れ
る

た
め

、
20

02
年

W
H

O
/F

A
O

は
N

C
D

s予
防

の
た

め
に

SF
A

の
消

費
量

を
⼈

の
総

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

の
10

％
未

満
に

す
る

よ
う

勧
告

。
飽

和
脂

肪
摂

取
量

の
変

化
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

た
め

に
、

総
脂

肪
摂

取
量

な
ど

か
ら

計
算

す
る

こ
と

も
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

W
H

O
 2

01
2.

 h
tt

ps
://

ap
ps

.w
ho

.in
t/g

b/
N

C
D

s/
pd

f/A
_N

C
D

_2
-

en
.p

df
 

St
an

da
rd

s f
or

 p
ro

du
ct

 r
ef

or
m

ul
at

io
n 

to
 r

ed
uc

e 
or

 e
lim

in
at

e 
tr

an
s f

at
s:

 ト
ラ

ン
ス

脂
肪

酸
を

低
減

・
除

去
す

る
た

め
の

製
品

改
質

の
基

準
 

⼯
業

的
に

⽣
産

さ
れ

た
ト

ラ
ン

ス
脂

肪
酸

（
T

FA
）

を
⾷

品
供

給
か

ら
排

除
す

る
こ

と
は

、
20

19
年

か
ら

20
23

年
の

W
H

O
の

活
動

指
針

に
お

け
る

優
先

⽬
標

の
1

つ
。

 

W
H

O
 2

02
1.

 R
E

PL
A

C
E

 tr
an

s-
fa

t:
 a

n 
ac

tio
n 

pa
ck

ag
e 

to
 

el
im

in
at

e 
in

du
st

ri
al

ly
 p

ro
du

ce
d 

tr
an

s-
fa

tt
y 

ac
id

s 
W

H
O

 2
02

2.
 R

ef
or

m
ul

at
io

n 
of

 fo
od

 a
nd

 b
ev

er
ag

e 
pr

od
uc

ts
 

fo
r 

he
al

th
ie

r 
di

et
s:

 p
ol

ic
y 

br
ie

f 

R
ed

uc
e 

po
pu

la
tio

n 
sa

lt 
co

ns
um

pt
io

n:
 ⾷

塩
摂

取
の

低
減

 

W
H

O
加

盟
国

は
、

20
25

年
ま

で
に

世
界

⼈
⼝

の
塩

分
摂

取
量

を
相

対
的

に
30

％
削

減
す

る
こ

と
に

合
意

し
て

い
る

。
⾷

品
メ

ー
カ
―

や
⼩

売
業

者
が

減
塩

⾷
品

を
製

造
す

る
こ

と
、

減
塩

⾷
品

の
⼊

⼿
可

能
性

の
向

上
（

環
境

づ
く

り
）

、
消

費
者

意
識

と
住

⺠
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
、

ま
た

⼈
⼝

の
塩

分
摂

取
量

や
⾷

事
中

の
塩

分
源

、
塩

分
摂

取
⾏

動
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
て

政
策

決
定

に
役

⽴
て

る
こ

と
な

ど
。

 

W
H

O
 2

02
0.

 F
ac

t s
he

et
: S

al
t r

ed
uc

tio
n 

St
an

da
rd

s f
or

 p
ro

du
ct

 r
ef

or
m

ul
at

io
n 

to
 r

ed
uc

e 
su

ga
r:

 砂
糖

を
低

減
す

る
た

め
の

製
品

改
質

の
基

準
 

特
に

清
涼

飲
料

⽔
（

Su
ga

r-
sw

ee
te

ne
d 

be
ve

ra
ge

s）
な

ど
に

含
ま

れ
る

糖
分

を
減

ら
し

て
飲

料
製

品
の

リ
・

フ
ォ

ー
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

政
策

を
実

施
す

る
こ

と
が

推
奨

さ
れ

て
い

る
。

 

W
H

O
 2

02
2.

 R
ef

or
m

ul
at

io
n 

of
 fo

od
 a

nd
 b

ev
er

ag
e 

pr
od

uc
ts

 
fo

r 
he

al
th

ie
r 

di
et

s:
 p

ol
ic

y 
br

ie
f 

M
ic

ro
nu

tr
ie

nt
 F

or
tif

ic
at

io
n:

 微
量

栄
養

素
⾷

品
添

加
 

―
 

―
 

Sa
lt 

io
di

za
tio

n:
 ヨ

ー
ド

添
加

塩
 

W
H

O
は

、
ヨ

ー
ド

添
加

塩
を

1
⽇

に
5g

未
満

を
摂

取
を

推
奨

し
て

い
る

。
こ

れ
は

微
量

栄
養

素
⽋

乏
で

あ
る

ヨ
ー

ド
⽋

乏
と

、
N

C
D

s予
防

の
た

め
の

⾷
塩

摂
取

の
低

減
と

、
2

つ
の

栄
養

課
題

に
取

組
む

こ
と

に
な

る
。

 

W
H

O
 2

02
2.

 U
ni

ve
rs

al
 sa

lt 
io

di
za

tio
n 

an
d 

so
di

um
 in

ta
ke

 
re

du
ct

io
n:

 c
om

pa
tib

le
, c

os
t-

ef
fe

ct
iv

e 
st

ra
te

gi
es

 o
f g

re
at

 
pu

bl
ic

 h
ea

lth
 b

en
ef

it 

Fo
rt

ifi
ca

tio
n 

w
ith

 ir
on

: 
鉄

添
加

 
W

H
O

は
、

健
康

ア
ウ

ト
カ

ム
の

改
善

を
⽬

的
と

し
た

鉄
添

加
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
各

種
発

表
し

て
い

る
。

20
世

紀
か

ら
取

り
組

ま
れ

て
い

る
が

、
い

ま
だ

な
お

鉄
⽋

乏
性

貧
⾎

は
も

っ
と

も
深

刻
な

微
量

栄
養

素
⽋

乏
で

あ
る

。
 

W
H

O
 2

6.
 G

ui
de

lin
es

 o
n 

fo
od

 fo
rt

ifi
ca

tio
n 

w
ith

 
m

ic
ro

nu
tr

ie
nt

s 

Fo
rt

ifi
ca

tio
n 

w
ith

 fo
lic

 a
ci

d:
 葉

酸
添

加
 

W
H

O
は

、
妊

娠
可

能
年

齢
の

⼥
性

に
は

、
⼗

分
な

⾷
事

摂
取

、
特

に
葉

酸
の

サ
プ

リ
メ

ン
ト

が
推

奨
さ

れ
て

い
る

が
、

公
衆

衛
⽣

的
な

対
策

と
し

て
⼩

⻨
粉

な
ど

の
主

⾷
に

葉
酸

添
加

を
薦

め
て

い
る

。
 

―
 

D
) A

cc
es

si
bi

lit
y,

 q
ua

lit
y 

an
d 

im
pl

em
en

ta
tio

n 
of

 n
ut

ri
tio

n 
se

rv
ic

es
 

ac
ro

ss
 p

ub
lic

 h
ea

lth
 p

ro
gr

am
m

es
 

an
d 

se
tt

in
gs

: 
公

衆
衛

⽣
プ

ロ
グ

ラ
ム

お
よ

び
環

境
に

お
け

る
栄

養
サ

ー
ビ

ス
の

利
⽤

し
や

す
さ

、
質

お
よ

び
実

施
状

況
 

G
ro

w
th

 m
on

ito
ri

ng
 a

nd
 p

ro
m

ot
io

n:
 成

⻑
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
促

進
 

W
H

O
（

20
06

）
が

提
供

し
て

い
る

世
界

共
通

で
使

⽤
で

き
る

成
⻑

曲
線

を
⽤

い
て

、
成

⻑
を

定
期

的
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
て

急
性

・
慢

性
の

低
栄

養
あ

る
い

は
過

栄
養

を
判

定
す

る
。

通
常

、
ほ

と
ん

ど
の

国
で

、
予

防
接

種
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

と
⼀

緒
に

⾏
わ

れ
て

い
る

。
 

W
H

O
. h

tt
ps

://
w

w
w

.w
ho

.in
t/t

oo
ls

/c
hi

ld
-g

ro
w

th
-s

ta
nd

ar
ds

 

Sc
ho

ol
 fe

ed
in

g 
pr

og
ra

m
s:

 学
校

給
⾷

 

⾷
料

不
安

へ
の

対
応

、
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
、

栄
養

教
育

や
教

育
へ

の
参

加
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

側
⾯

が
あ

る
が

、
最

終
的

に
健

康
状

態
を

改
善

す
る

た
め

に
重

要
な

取
組

み
と

し
て

、
近

年
注

⽬
さ

れ
て

い
る

。
国

際
機

関
に

よ
っ

て
も

協
⼒

ス
タ

イ
ル

や
重

視
す

る
ア

プ
ロ

ー
チ

が
異

な
り

画
⼀

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

な
い

こ
と

、
ま

た
、

⾷
⽂

化
な

ど
に

も
依

存
す

る
。

ほ
と

ん
ど

の
国

で
学

校
給

⾷
は

⾏
わ

れ
て

い
る

が
、

⾃
国

の
リ

ソ
ー

ス
や

基
準

に
基

づ
い

て
国

家
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
な

っ
て

い
る

国
は

少
な

い
。

 

―
 

N
at

io
na

l p
ro

to
co

l o
n 

m
an

ag
em

en
t o

f s
ev

er
e 

ac
ut

e 
m

al
nu

tr
iti

on
: 

SA
M

管
理

に
関

す
る

国
家

プ
ロ

ト
コ

ル
 

重
度

急
性

栄
養

不
良

（
SA

M
）

は
、

合
併

症
を

伴
う

こ
と

も
多

く
治

療
を

必
要

と
し

、
乳

幼
児

死
亡

の
直

接
的

な
リ

ス
ク

要
因

で
乳

幼
児

死
亡

の
3

分
の

1
を

占
め

る
。

地
域

特
有

の
課

題
で

は
あ

る
も

の
の

、
ほ

と
ん

ど
の

低
中

所
得

国
で

起
こ

っ
て

い
る

。
合

併
症

治
療

あ
る

い
は

治
療

ミ
ル

ク
に

よ
る

栄
養

管
理

は
、

プ
ロ

ト
コ

ル
に

沿
っ

て
医

療
従

事
者

に
よ

っ
て

適
切

に
⾏

わ
れ

る
よ

う
、

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
体

制
が

整
っ

て
い

る
必

要
が

あ
る

。
 

W
H

O
 2

01
3.

 G
ui

de
lin

e:
 u

pd
at

es
 o

n 
th

e 
m

an
ag

em
en

t o
f 

se
ve

re
 a

cu
te

 m
al

nu
tr

iti
on

 in
 in

fa
nt

s a
nd

 c
hi

ld
re

n 
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N
ut

ri
tio

n 
in

cl
ud

ed
 in

 e
m

er
ge

nc
y 

pr
ep

ar
ed

ne
ss

 p
la

n:
 緊

急
時

対
応

計
画

へ
の

栄
養

の
盛

り
込

み
 

飢
餓

と
低

栄
養

は
、

難
⺠

、
避

難
⺠

の
中

で
万

円
、

ま
た

脆
弱

な
集

団
が

そ
の

リ
ス

ク
に

さ
ら

さ
れ

て
い

る
。

緊
急

時
に

は
微

量
栄

養
素

⽋
乏

ま
た

は
⾮

感
染

性
疾

患
の

リ
ス

ク
が

⾼
ま

り
、

⾷
料

援
助

に
依

存
す

る
環

境
で

は
頻

発
す

る
。

国
の

緊
急

時
対

応
計

画
に

お
い

て
、

栄
養

管
理

の
観

点
が

盛
り

込
ま

れ
る

必
要

が
あ

る
。

 

W
H

O
. h

tt
ps

://
w

w
w

.w
ho

.in
t/a

ct
iv

iti
es

/a
dd

re
ss

in
g-

nu
tr

iti
on

-
in

-e
m

er
ge

nc
ie

s 

Ir
on

 a
nd

 fo
lic

 a
ci

d 
su

pp
le

m
en

ta
tio

n 
pr

og
ra

m
m

e 
fo

r 
pr

eg
na

nt
 

w
om

en
: 

妊
婦

の
た

め
の

鉄
・

葉
酸

の
補

給
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
公

衆
衛

⽣
的

な
⺟

親
の

妊
娠

ア
ウ

ト
カ

ム
な

ら
び

に
妊

娠
中

の
鉄

⽋
乏

性
貧

⾎
予

防
策

と
し

て
、

毎
⽇

の
鉄

・
葉

酸
補

給
は

Ｗ
Ｈ

Ｏ
に

よ
る

グ
ロ

ー
バ

ル
勧

告
が

あ
る

。
し

か
し

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
に

課
題

が
あ

り
、

数
多

く
の

栄
養

介
⼊

で
も

難
し

い
栄

養
介

⼊
で

あ
る

。
 

W
H

O
 2

01
2.

 G
ui

de
lin

e:
 d

ai
ly

 ir
on

 a
nd

 fo
lic

 a
ci

d 
su

pp
le

m
en

ta
tio

n 
in

 p
re

gn
an

t w
om

en
 

V
ita

m
in

 A
 su

pp
le

m
en

ta
tio

n 
pr

og
ra

m
m

e 
fo

r 
ch

ild
re

n 
6-

59
 m

on
th

s:
 6

ｰ5
9

ヵ
⽉

齢
児

へ
の

ビ
タ

ミ
ン

A
補

給
プ

ロ
グ

ラ
ム

 

罹
患

率
・

死
亡

率
の

低
減

に
は

必
須

の
栄

養
サ

ー
ビ

ス
で

あ
る

。
低

中
所

得
国

に
お

い
て

、
⽣

後
6〜

59
ヶ

⽉
の

乳
児

と
⼩

児
の

予
防

接
種

時
に

公
衆

衛
⽣

的
ビ

タ
ミ

ン
Ａ

サ
プ

リ
メ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
て

い
る

が
、

か
な

ら
ず

し
も

10
0％

で
は

な
い

の
が

課
題

。
 

W
H

O
 2

01
1.

 G
ui

de
lin

e:
 v

ita
m

in
 A

 su
pp

le
m

en
ta

tio
n 

in
 

in
fa

nt
s a

nd
 c

hi
ld

re
n 

6–
59

 m
on

th
s o

f a
ge

. 

Av
ai

la
bi

lit
y 

of
 fo

od
 c

om
po

si
tio

n 
da

ta
: 

⾷
品

成
分

デ
ー

タ
の

可
⽤

性
 

⾷
品

成
分

デ
ー

タ
は

、
飼

料
、

⼟
壌

、
気

候
、

遺
伝

資
源

（
品

種
/栽

培
、

品
種

）、
保

存
条

件
、

加
⼯

、
強

化
、

市
場

シ
ェ

ア
な

ど
、

環
境

、
遺

伝
、

加
⼯

に
よ

る
影

響
が

あ
り

、
国

別
に

異
な

る
。

国
や

集
団

ご
と

に
消

費
パ

タ
ー

ン
が

異
な

り
、

そ
の

国
特

有
の

⾷
品

、
レ

シ
ピ

、
ブ

ラ
ン

ド
⾷

品
が

存
在

す
る

た
め

、
各

国
（

あ
る

い
は

地
域

）
ご

と
に

デ
ー

タ
が

必
要

と
な

る
が

、
国

独
⾃

の
⾷

品
成

分
デ

ー
タ

を
保

有
し

て
い

る
低

中
所

得
国

は
⾮

常
に

少
な

い
。

栄
養

計
算

に
も

必
要

に
な

る
た

め
、

⾷
品

成
分

デ
ー

タ
の

有
無

は
極

め
て

重
要

な
栄

養
政

策
の

整
備

と
な

る
。

 

FA
O

. h
tt

ps
://

w
w

w
.fa

o.
or

g/
nu

tr
iti

on
/fo

od
-c

om
po

si
tio

n/
en

/ 

E
) F

in
an

ci
ng

 m
ec

ha
ni

sm
s t

o 
re

in
fo

rc
e 

he
al

th
y 

di
et

s a
nd

 e
ns

ur
e 

de
liv

er
y 

an
d 

us
e 

of
 n

ut
ri

tio
n 

se
rv

ic
e:

 健
康

的
な

⾷
事

を
強

化
し

、
栄

養
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

と
利

⽤
を

確
保

す
る

た
め

の
資

⾦
調

達
メ

カ
ニ

ズ
ム

 

Pr
ic

e 
co

nt
ro

l o
f o

r 
su

bs
id

ie
s o

n 
he

al
th

y 
fo

od
s:

 健
康

的
な

⾷
品

の
価

格
統

制
ま

た
は

補
助

⾦
 

⾷
品

・
飲

料
の

価
格

は
、

消
費

者
の

選
択

に
影

響
を

与
え

る
。

W
H

O
は

財
政

政
策

や
価

格
政

策
を

含
む

⾷
環

境
に

関
す

る
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
い

た
政

策
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

し
て

い
る

。
 

W
H

O
 2

02
1.

 Im
pl

em
en

tin
g 

fis
ca

l a
nd

 p
ri

ci
ng

 p
ol

ic
ie

s t
o 

pr
om

ot
e 

he
al

th
y 

di
et

s:
 a

 r
ev

ie
w

 o
f c

on
te

xt
ua

l f
ac

to
rs

 

Ta
xa

tio
n 

on
 fo

od
s h

ig
h 

in
 fa

t, 
su

ga
rs

 o
r 

sa
lt:

 脂
肪

、
糖

分
、

塩
分

の
多

い
⾷

品
へ

の
課

税
 

W
H

O
加

盟
国

に
お

い
て

た
ば

こ
・

ア
ル

コ
ー

ル
に

対
す

る
課

税
は

⼀
般

的
で

あ
る

が
、

⾷
品

へ
の

課
税

は
広

く
活

⽤
さ

れ
て

い
る

と
は

い
い

が
た

い
が

、
W

H
O

と
し

て
SD

G
sな

ら
び

に
N

C
D

s⽬
標

の
達

成
の

た
め

の
優

先
ア

ク
シ

ョ
ン

と
さ

れ
て

い
る

。
 

W
H

O
. N

on
co

m
m

un
ic

ab
le

 D
is

ea
se

 S
ur

ve
ill

an
ce

, M
on

ito
ri

ng
 

an
d 

R
ep

or
tin

g 

SS
B

 T
ax

: 
砂

糖
⼊

り
飲

料
へ

の
課

税
 

よ
り

健
康

的
な

選
択

と
⾷

⽣
活

の
改

善
を

可
能

に
す

る
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
く

政
策

オ
プ

シ
ョ

ン
と

し
て

、
砂

糖
⼊

り
飲

料
（

SS
B

）
に

対
す

る
課

税
の

導
⼊

を
W

H
O

が
⽀

援
。

公
衆

衛
⽣

（
お

よ
び

医
療

費
削

減
）、

政
府

の
歳

⼊
、

健
康

の
公

平
性

の
3

つ
の

⾯
で

、
W

in
-W

in
-W

in
の

戦
略

と
な

り
う

る
と

し
て

い
る

。
 

W
H

O
 2

02
2.

 W
H

O
 m

an
ua

l o
n 

su
ga

r-
sw

ee
te

ne
d 

be
ve

ra
ge

 
ta

xa
tio

n 
po

lic
ie

s t
o 

pr
om

ot
e 

he
al

th
y 

di
et

s 
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図 2 WPRO 加盟国のうちドナー国における栄養政策・プログラム整備状況 

2 5 12 21 28
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ラリア

中国 ⽇本
ニュー

ジーラン
ド

⼤韓⺠国

Yes INA INA INA INA

Yes Yes Yes Yes No

No INA Yes Yes INA
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Some
provisions of

the Code
included

Some
provision of

the code

No legal
measures

Some
provision of

the Code

Some
provision of

the Code

INA INA Yes Yes INA

INA INA Yes INA Yes

INA Yes INA Yes Yes

Yes Yes Yes Yes Yes

Yes Yes No Yes Yes

栄養表⽰（パッケージの裏⾯） M Yes M M Yes

栄養表⽰（パッケージの表⾯） V No No V M
⾷品および清涼飲料⽔のマーケ
ティング規制 Yes Yes No Yes Yes
⾷品表⽰における健康・栄養表
⽰の規制 Yes Yes No Yes Yes

⼦どもへのTVコマーシャル規制 V INA INA V Yes

学校でのマーケティング規制 INA INA INA INA Yes
学校での不健康な⾷べ物や清涼
飲料⽔の販売規制 INA INA INA INA Yes
⼦どもに対する⾷品マーケティ
ング規制 Yes Yes No No Yes

国家⾷品ベースガイドライン Yes Yes Yes Yes Yes

学校⾷事基準 INA INA Yes INA Yes

⼈⼝の飽和脂肪酸摂取量の削減 V No No No No
トランス脂肪酸を低減・除去す
るための製品改質の基準 no INA No INA M

⾷塩摂取の低減 Yes Yes Yes Yes Yes
砂糖を低減するための製品改質
の基準 No INA INA V INA

ヨード添加塩 V M No V No

鉄添加 No No No No No

葉酸添加 M No No Yes No

Yes Yes Yes Yes Yes

INA INA INA INA Yes

INA INA INA INA No

INA INA INA INA INA

No INA INA INA Yes

No INA No INA No

Yes Yes Yes Yes Yes

no No No No No

no No No No No

No No No No No

6ｰ59ヵ⽉齢児へのビタミンA補給プログラム

⾷品成分データの可⽤性

健康的な⾷品の価格統制または補助⾦

脂肪、糖分、塩分の多い⾷品への課税

砂糖⼊り飲料への課税

成⻑モニタリング促進

学校給⾷

SAM管理に関する国家プロトコル

緊急時対応計画への栄養の盛り込み

妊婦のための鉄・葉酸の補給プログラム

⾚ちゃんにやさしい病院イニシアティブ(過去５年
間)

⺟乳育児のための休暇

産休中の現⾦給付

出産休暇

⼦どもの権利条約へのIYCF報告

D) 公衆衛⽣プログラムお
よび環境における栄養サー
ビスの利⽤しやすさ、質お

よび実施状況

E) 健康的な⾷事を強化
し、栄養サービスの提供と
利⽤を確保するための資⾦

調達メカニズム

A) 国家アジェンダにおけ
る栄養

B) 最適な⺟乳育児と補完
⾷実践を保護、促進、⽀援

するための⾏動

C) 健康的な⾷事を保護、
促進、⽀援するための⾏動

栄養表⽰

⾷品マーケティン
グ

健康的な⾷事

微量栄養素⾷品添
加

マルチセクター調整組織

栄養に関連する国家政策、戦略、計画

栄養への資⾦調達

予算がついた計画

栄養に関する全国調査

⺟乳代⽤品のマーケティングに関する国際規約の国
内措置への組込み
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